
平成18年度調査研究計画
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研究所設置地区

幌延駅

幌延町市街地

Ａ区域

Ｂ１区域

Ｂ２区域

Ｃ区域

研究所設置地区の
おおよその範囲

N

国土地理院1/50,000地形図（稚咲内、豊富、上猿払、天塩、雄信内、敏音知）を使用
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研究所設置地区と調査位置

大曲断層
（推定位置）

HDB-11

HDB-9

HDB-10

国土地理院1/25,000地形図（幌延、本流、豊富、豊幌）を使用

N
凡例

● 平成17年度試錐孔

● 平成16年度試錐孔
● 平成15年度試錐孔
● 平成14年度試錐孔
● 平成13年度試錐孔
コントロールボーリング②

▲ コントロールボーリング①

反射法地震探査測線(H14)

電磁法(AMT法)探査測線(H15)
高密度反射法地震探査測線(H16)

電気探査測線(H17)

★ 河川流量観測システム設置位置
■ 研究所用地
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1020 [m]

460 [m]

10 μm

10μm

走査型電子顕微鏡写真

地質構造

深度1000ｍ程度
までの地質柱状図
(HDB-9,10,11孔)
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「地下水の地球化学モデル」
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HDB-3

HDB-1

HDB-5

HDB-4

HDB-7

HDB-6

HDB-8

地質環境のモデル化

Cl- (mg/l)

試錐データから推定した
研究所設置地区およびその周辺の地下水塩分濃度分布
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スケジュール

年度

第3段階

H12

第１段階

本表は、今後の調査研究等の結果次第で見直すことがあります。

H17 H22 H27

調査研究
の段階

第２段階

第１段階 地上からの調査研究段階

第２段階 坑道掘削（地下施設建設）時の調査研究段階

第３段階 地下施設での調査研究段階
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研究開発課題

「地層科学研究」
①地質環境調査技術開発
②地質環境モニタリング技術の開発
③深地層における工学的技術の基礎の開発
④地質環境の長期安定性に関する研究

「地層処分研究開発」
⑤処分技術の信頼性向上
・人工バリア等の工学技術の検証
・設計手法の適用性確認

⑥安全評価手法の高度化
・安全評価手法の適用性確認
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幌延深地層研究計画の全体イメージ

※このイメージ図は、今後の調査研究の
結果次第で変わることがあります。

(実験室イメージ)
地上施設

地層処分研究開発
(坑道の閉鎖技術)

コンクリートプラグ

粘土プラグ

地層処分研究開発
(人工バリア搬送・定置試験)

地層処分研究開発

オーバーパック
(炭素鋼)の
腐食挙動

電気ヒーター

コンクリート支保

熱の伝播

人工バリアの
長期挙動

緩衝材

(人工バリアと周辺岩盤の長期挙動)

セメント材の
影響 試験坑道

(坑道における調査試験研究)
地層科学研究

トレーサー試験

注入孔

観測孔

坑道断面

地層科学研究
(坑道掘削影響試験)

孔間トモグラフィ
試験

試験坑道

応力・変位
測定等

(地下水の採水)
地層科学研究

地下水
採水器 試錐孔

地下水採水区間

ウインチ

(岩盤の透水試験)
地層科学研究

透水試験区間

透水層

試錐孔透水試験機器

地下水の流れ

(試錐調査)
地層科学研究

試錐孔掘削

・コア採取，観察
・物理検層等

(物理探査)
地層科学研究

断層

地層
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【地層科学研究】

平成18年度に行う現地調査

①地質環境調査技術

②調査技術・調査機器開発

③地質環境モニタリング技術の開発

④地質環境の長期安定性に関する研究



10

地質環境調査技術

「地質環境データの取得：地質構造」

地質調査（露頭調査）の例 地質調査（ガス調査）の例
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地質環境調査技術

「地質環境データの取得：地質構造」

瑞浪超深地層研究所の例

立坑壁面観察状況
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地質環境調査技術

「地質環境データの取得：岩盤の水理」

気象観測装置
河川流量観測

雨水採取装置

全景

三杯風速計

雪面温度計

温湿度計

日射計

放射収支計

雨量計

風向風速計
日照計

積雪深計

P-4観測地点の例

北進気象観測所の例



13

「地質環境データの取得：地下水の地球化学」

地下水の地球化学データ取得の例
（立坑壁面からの湧水の採取）

瑞浪超深地層研究所の例

地質環境調査技術
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地質環境調査技術

「地質環境のモデル化と地下施設建設に伴う
地質環境の変化の予測（各分野間のモデルの整合性の検討）」

比抵抗断面図

淡水系地下水淡水系地下水

比抵抗(ohm-m)

標
高
（
m
)
 

地下水水質の変遷を考慮した

水質分布の推定結果

0.4
0.35
0.3
0.25
0.2
0.15
0.1
0.05

Cl-(mol/l)

地下水の地球化学モデルの例

NE

高比抵抗高比抵抗
ゾーンゾーン

地上電磁探査で得られた比抵抗分布

比較・検討

表示断面
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調査技術開発

「調査技術・調査機器開発」

コントロールボーリングの概念

拡径装置 瑞浪超深地層研究所の例

立坑内での地下水の地球化学モニタ
リングと採水装置
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地質環境モニタリング技術の開発

「試錐孔を用いたモニタリング技術開発」

地下水の間隙水圧のモニタリング結果の例

地下施設周辺に設置する
高精度傾斜計

2005/03/01 2005/03/29 2005/04/26 2005/05/24 2005/06/21

65
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全
水
頭
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HDB-6(標高60.212m)
 SP1(64.06)
 SP2(74.80)
 SP3(229.14)
 SP4(292.15)
 SP5(307.30)
 SP6(365.85)
 SP7(390.06)
 SP8(400.77)
 SP9(510.31)
 SP10(521.03)
 SP11(588.53)

括弧内は深度(m)

（地下水採水等）

揚水ポンプ

地下水圧計測・

採水ポート

ケーシングで保孔された
試錐孔

遮水パッカー

水圧計測・採水プローブ

試錐孔に設置する
長期モニタリング
機器の例
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地質環境モニタリング技術の開発

「遠隔監視システムの開発」

地震波の送信ユニット
（HDB-3孔敷地内に設置した送信ユニット）

送信装置
（地震波の送信ユニット）

地震計アレイ
（地震波の受信点）

地質境界など
の反射面

地下研究施設

地震波

遠隔監視システムのイメージ
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地質環境の長期安定性に関する研究

国土地理院1/50,000地形図（稚咲内、天塩、豊富、雄信内、上猿払、敏音知）を使用

※括弧内は地名および河川名を示す．

N

Hi-net 豊富

ＧＰＳ電子基準点
天塩

ＧＰＳ電子基準点
幌延

Hi-net 幌延

Hi-net 天塩

防災科学技術研究所
　高感度地震観測網
(Hi-net）

JAEA 地震観測点

JAEA GPS観測点

JAEA MT観測点

国土地理院
　GPS電子基準点

北星園観測点
　・地表設置地震計

　・ＭＴ長期モニタリング

上幌延観測点
・地表設置地震計　

・孔内（138m）設置地震計

・ＧＰＳ移動観測点
中問寒観測点
　・地表地震計

幌延公園観測点
　・ＧＰＳ移動観測点

北進観測点
　・地表設置地震計

　・ＧＰＳ移動観測点

HDB-1 観測点
　・ＧＰＳ固定観測点

上問寒観測点
　・ＧＰＳ移動観測点

日本海

（パンケ沼）

（幌延町
　市街地）

（雄信内）

（問寒別）

幌延町内の観測点
(地震観測点、GPS観測点、MT長期モニタリング観測点）
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地質環境の長期安定性に関する研究

過去の海岸線の復元図
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【地層処分研究開発】

「処分技術の信頼性向上」

(計画の立案)

低アルカリ性コンクリート材料の
施工試験の例
（模擬トンネルへの吹付け試験）

セメント材
の影響

試験
坑道

緩衝材

試 験 孔

蓋

オーバーパック
（炭素鋼)の腐食挙動

熱の伝播

人工バリアの
長期挙動

コンクリート支保

電気
ヒーター

試験
坑道

セメント材の
影響

緩衝材

人工バリアと周辺岩盤の長期挙動のイメージ
（坑道周辺で発生すると考えられる現象のうち、地下施設で行う
研究課題のイメージ）
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500m

平成16年11月15日撮影

【施設の配置計画】
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【地下施設の建設】

掘削工法

自由断面掘削機

全断面堀下がり工法

支保工法

ショートステップ工法

掘進長 1m/ステップ

覆工コンクリート 2m/ステップ

掘削 掘削土（ズリ）搬出 覆工コンクリート

スカフォードを用いた立坑の機械掘削方式イメージ
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【地下施設建設に伴う環境保全】

・掘削土

掘削土（ズリ）置場 ・・・・土壌汚染対策法の遮水工封じ込め型に準じた二重
遮水シート構造

・排水処理

排水処理設備・・・・・濁水処理設備・脱ホウ素設備・脱窒素（アンモニア）設備より
構成

排水管路・・・・・・・・・排水処理設備で処理した排水を管路にて天塩川へ放流

[当面の処置]

・掘削土

掘削土（ズリ）仮置場・・・アスファルト含浸シートにて遮水性を確保

・排水処理

産業廃棄物・・・・・・・排水処理設備・排水管路が完成するまでの排水は産業廃
棄物として処理
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【地下施設の建設】

「掘削土（ズリ）置場のイメージ」

掘削土（ズリ）

遮水シート保護土二重遮水シート

覆土
コンクリート又はアスファルト

基本的な考え方 仕様

・広さ ： 約 23,000m2

・容量： 約 100,000m3

・土壌汚染対策法の遮水工封じ込め
型に準ずる

「土壌汚染対策法」、「水質汚濁防止法」など
の法律に準拠し、環境に配慮した管理を実施
する
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【地下施設の建設】

[m]

地下施設

建設位置

放流口

（国土地理院5万分の1地形図を使用）

「排水管路敷設予定ルート」
N
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【地上施設の建設】

研究管理棟・試験棟 ＰＲ施設の外観イメージ
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【開かれた研究】

ウェブサイトでの
情報発信

（http://www.jaea.go.jp/04/horonobe/） インフォメーション
ルーム

（研究管理棟中央ホール）

国外の専門家との
意見交換

（平成17年7月 於：幌延町公民館）
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１．坑道掘削(換気立坑および東立坑)と
それに伴う研究の推進

２．環境保全に十分配慮した排水処理設備や
掘削土（ズリ）置場等の整備

３．PR施設の建設
(運用開始は平成19年度中)

ま と め


